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八
月
二
十
五
日
付
西
愛
媛
新
聞
尾
崎
繁
年
氏

が
病
院
入
札
に
つ
き
、
何
か
不
正
不
当
が
あ
る

か
の
如
き
誹
誘
記
事
を
掲
載
し
、
故
意
に
事
実

を
歪
曲
し
て
入
札
の
権
威
と
名
誉
を
傷
け
た
る

報
道
は
実
に
心
外
千
万
で
あ
っ
て
黙
過
す
る
こ

と
を
得
ず
、
葱
に
真
相
を
公
表
し
て
市
民
の
御

理
解
を
乞
う
次
方
で
あ
り
ま
す
@

そ
も
そ
も
入
札
は
、
す
べ
て
何
時
、
如
何
な

る
場
合
に
お
い
て
も
飽
く
ま
で
厳
正
公
平
で
、

且
つ
適
正
で
あ
る
事
が
根
本
原
則
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

そ
こ
で
競
争
入
札
を
物
品
の
売
買
契
約
と
工
事

の
請
負
契
約
の
二
つ
に
大
別
し
て
考
察
す
る
に

物
を
売
る
場
合
は
最
高
入
札
者
を
以
っ
て
、

又
買
う
場
合
は
同
じ
品
質
で
あ
る
限
り
最
低
入

札
者
を
以
っ
て
落
札
と
決
定
す
る
事
は
、
官
界

@
民
聞
を
間
わ
ず
一
般
的
社
会
通
念
と
し
て
入

札
の
常
識
的
常
道
で
あ
る
。

然
る
に
、
工
事
請
負
入
札
に
お
い
て
は
、
柳
か

趣
を
具
に
し
、
無
制
限
に
最
低
価
格
で
落
札
と

決
定
し
な
い
の
が
通
則
で
あ
る
。

曽
て
、
先
年
皇
居
の
御
造
営
に
あ
た
り
、
予

定
価
格
数
億
円
の
建
築
請
負
工
事
に
対
し
、
某

業
者
が
売
名
的
名
誉
欲
か
ら
、
僅
か
一
万
円
の

入
札
を
行
い
全
国
的
話
題
と
し
て
こ
れ
が
有
効

無
効
.
当
不
当
に
関
し
論
ぜ
ら
れ
た
る
結
果

、
入
札
の
公
正
と
入
札
秩
序
、
社
会
秩
序
保
全

の
た
め
、
遂
に
不
当
と
認
定
せ
ら
れ
た
事
実
は

一
音
々
の
記
憶
に
今
向
、
新
た
な
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。問
来
、
官
公
庁
に
於
け
る
土
木
建
築
請
負
工

事
の
公
入
札
に
お
い
て
は
、
一
層
入
札
制
度

を
強
化
し
、
法
律
、
命
令
や
条
例
規
則
等
を
円
以

っ
て
一
定
不
動
の
一
貫
し
た
入
札
準
則
を
設
定

し
、
厳
に
入
札
の
適
正
合
理
化
と
、
入
札
秩
序

の
保
全
を
確
保
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま

す。
叙
上
の
観
点
か
ら
本
市
に
お
い
て
も
入
札
の

合
理
適
正
化
と
厳
正
、
公
平
を
期
す
る
た
め
、

去
る
一
二
月
定
例
市
会
に
お
い
て
、
旧
来
の
入
札

条
例
を
改
正
し
『
予
定
価
格
以
下
制
限
価
格
以

上
で
制
限
価
格
に
最
も
近
い
最
低
価
格
」
を
以

っ
て
落
札
と
な
し
、
制
限
価
格
以
下
は
失
格
と

つい

し
て
入
杭
資
格
を
失
ふ
事
を
規
定
し
以
っ
て
、

入
札
の
権
威
と
秩
序
を
保
持
し
進
ん
で
入
札
者

の
自
重
、
自
粛
を
促
し
、
併
せ
て
工
事
の
適
正

な
執
行
を
確
保
す
る
措
置
を
採
用
し
て
い
る
の

で
あ
り
ま
す
。

入
札
は
公
正
、

且
つ
明
踏
で
あ
る
か
@

以
上
申
し
上
げ
た
根
本
前
提
に
立
ち
去
る
八

月
十
六
日
執
行
の
病
院
建
築
工
事
入
札
に
当
つ

て
は
、
『
工
事
の
内
容
と
性
質
上
良
心
的
立
派

な
完
全
施
工
を
確
保
す
る
』
の
見
地
か
ら
有
名

業
者
八
名
を
指
定
し
定
刻
会
場
に
召
集
し
て
、

理
事
者
及
び
建
築
委
員
八
名
立
会
の
も
と
に
厳

粛
に
入
札
を
開
始
、
先
づ
、
市
長
挨
拶
の
後
、

土
木
課
長
よ
り
「
本
日
の
入
札
は
、
本
市
の
条

例
通
り
実
施
す
る
。
指
名
者
は
十
分
に
御
了
解

を
願
い
入
札
さ
れ
た
い
。
落
札
は
条
例
才
十
五

条
に
規
定
し
て
あ
る
通
り
、
予
定
価
格
と
更
に

制
限
価
格
を
定
め
そ
の
範
囲
内
で
最
低
者
を
以

っ
て
落
札
と
す
る
』
旨
を
告
げ
入
札
者
側
に
お

い
て
も
全
員
異
議
な
く
こ
れ
を
了
承
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
市
長
よ
り
特
に
入

札
の
厳
正
公
平
を
期
す
る
た
め
、
唯
今
よ
り
敷

札
を
審
議
決
定
し
ま
す
と
宣
し
、
入
札
者
の
了

解
を
得
て
暫
時
休
憩
、
直
に
建
築
委
員
と
理
事

者
十
名
、
別
室
の
監
査
室
に
集
会
し
、
京
都
市

内
藤
設
計
事
務
所
よ
り
厳
封
送
付
の
設
計
金
額

一
億
七
千
二
百
七
拾
五
万
五
千
円
を
基
に
し
て

、
予
定
価
格
の
協
議
に
入
り
慎
重
審
議
の
末
、

予
定
価
格
一
億
七
千
二
百
万
円
、
制
限
価
格
一

億
六
千
五
百
万
円
に
決
定
、
全
員
異
議
な
く
了

承
、
時
を
移
さ
ず
直
に
全
員
入
札
会
場
に
臨
み

、
入
札
、
次
い
で
開
票
の
結
果
、
清
水
建
設
一

四
五
、
五
八

O
千
円
、
多
国
工
務
庖
一
五
六
、

七

O
O千
円
、
村
上
建
設
二
ハ
五
、
一

O
O千

円
、
別
子
建
設
一
七
一
、

0
0
0千
円
、
大
成

建
設
一
七
て
八

O
O千
円
、
西
相
官
建
設
一
七

二
、
五

O
O千
円
、
大
林
組
一
七
三
、
六

C
C

千
円
、
そ
の
結
果
、
別
室
で
更
に
慎
重
審
議
の

末
、
清
水
建
設
及
び
、
多
田
工
務
活
は
制
限
価

格
以
下
の
入
札
金
額
で
あ
る
の
で
失
格
を
認
め

、
村
上
建
設
が
条
例
の
定
む
る
処
に
従
い
、
制

限
価
格
に
最
も
近
い
、
入
札
最
低
者
と
し
て
落

札
を
決
定
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

参
考
ま
で
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、
『
大
洲
市

工
事
の
執
行
並
び
に
請
負
契
約
に
関
す
る
条
例

」
中
赤
十
五
条
に
落
札
に
つ
い
て
次
の
通
り
規

定
し
て
あ
り
ま
す
@
「
有
効
入
札
中
予
定
価
格

以
下
価
格
の
十
分
の
八
ま
で
の
範
囲
内
に
お
い

て
市
長
の
定
め
る
制
限
価
格
を
下
ら
な
い
最
低

価
格
を
も
っ
て
落
札
と
す
る
』
と
規
定
し
て
あ

り
ま
す
。
国
の
憲
法
に
も
等
し
い
こ
の
条
例
は

市
長
独
断
で
決
定
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

市
民
の
代
表
で
あ
る
市
議
会
で
満
場
一
致
の

議
決
を
経
て
施
行
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
て

こ
れ
程
民
主
的
で
合
法
的
な
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。
国
@
県
は
勿
論
、
他
市
に
お
い
て
も
、

本
市
条
例
の
如
く
実
施
し
て
い
る
現
状
か
ら
判

断
し
、
今
回
の
入
札
は
実
に
公
正
且
つ
厳
正
で

あ
っ
た
事
が
御
解
り
願
え
る
と
信
じ
ま
す
。

要

は

『

安

か

ろ

う

、

悪

か

ろ

う

』

の

幣
筈
を
除
去
し
、
適
正
価
格
を
設
定
し
て
工
事

の
立
派
な
完
成
を
念
願
す
る
こ
と
が
制
限
価
格

、
敷
札
設
定
の
根
本
民
的
で
あ
っ
て
法
律
や
こ

れ
に
準
拠
す
る
条
例
規
則
等
の
立
法
王
旨
も
又

こ
の
真
理
に
基
ま
制
定
さ
れ
て
い
る
り
で
あ
り

而
も
民
主
的
に
夫
々
の
機
関
を
通
じ
民
意
を
十

分
尊
重
し
て
公
布
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
今
夏

説
明
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
G

今
回
、
設
計
会
社
が
請
負
業
者
の
良
心
的
立

派
な
施
工
を
確
保
す
る
念
願
か
ら
、
白
か
ら
の

責
任
と
自
信
を
以
っ
て
厳
密
に
査
定
し
た
、
設

計
金
額
一
七
二
、
七
五
五
、

0
0
0円
に
対
し

入
札
予
定
価
格
が
何
程
で
、
制
限
価
桁
が
何
程

位
で
決
定
さ
れ
る
か
位
は
、
良
識
あ
る
建
築
界

の
一
流
会
社
と
も
な
れ
ば
容
劫
に
概
算
割
り
出

さ
れ
る
の
が
常
識
で
は
な
か
ろ
う
か
、
に
も

拘
ら
ず
、
制
限
価
格
を
大
巾
に
下
廻
る
入
札
を

敢
え
て
採
用
せ
ら
れ
た
真
意
は
、
諒
解
に
苦
し

む
処
で
当
初
か
ら
故
意
に
落
札
の
意
志
が
な
か

っ
た
の
か
、
或
は
、
価
絡
査
定
に
大
ぎ
な
誤
算

が
あ
っ
た
と
し
か
思
え
な
い
。
京
都
市
か
ら
態

々
馳
せ
参
じ
て
入
札
に
立
会
し
た
設
計
会
社
の

内
藤
専
務
は
語
っ
て
日
く
『
先
日
某
市
で
行
わ

れ
た
病
院
建
築
工
事
の
入
札
は
、
実
に
不
明
朗

で
設
計
責
任
者
と
し
て
大
変
不
愉
快
で
あ
っ
た

が
、
大
洲
の
入
札
は
実
に
公
正
、
明
瞭
で
し
か

も
適
正
価
格
で
落
札
が
決
定
し
こ
ん
な
嬉
し
い

事
は
な
い
、
こ
の
上
は
立
派
に
竣
工
を
心
か
ら

祈
る
。
失
格
し
た
二
会
社
が
な
ぜ
あ
ん
な
に
不

当
な
安
値
で
入
札
し
た
か
一
寸
了
解
に
苦
し
む

」
と
。

更
に
清
水
建
設
松
山
出
張
所
長
は
署
名
入
の
声

明
書
を
寄
せ
、
噴
然
と
し
て
、
『
西
愛
媛
紙
上
に

掲
載
の
出
張
所
長
談
の
記
事
は
全
く
事
実
無
根

の
デ
タ
ラ
メ
記
事
で
あ
る
』
と
断
じ
て
い
る
。

.
国
に
は
憲
法
あ
り
、
法
律
命
令
あ
り
、
市
に

は
条
例
や
規
則
が
あ
る
。

憲
法
を
尊
重
し
、
法
律
命
令
や
条
例
規
則
を

遵
守
す
る
事
が
法
治
国
民
と
し
て
は
勿
論
、
公

の
秩
序
や
善
良
な
風
俗
を
維
持
し
住
民
福
祉
を

増
進
し
て
平
和
な
地
域
社
会
の
生
活
上
如
何
に

必
須
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
か
は
今
更
申
す
ま

で
も
な
い
、
に
も
拘
ら
ず
法
を
無
視
し
、
条
例

規
則
を
操
り
ん
し
て
ま
で
陰
謀
と
謀
略
を
ほ
し

い
ま
与
に
し
、
た
ま
た
ま
先
の
木
引
税
に
関
す

る
無
実
の
告
訴
問
題
と
言
い
、
今
ま
た
公
正
な

入
札
問
題
を
不
純
な
政
争
の
具
に
供
し
て
民
心

を
迷
わ
す
行
為
、
行
動
等
は
厳
に
つ
つ
し
む
べ

き
事
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

神
聖
な
市
政
を
捜
乱
し
平
利
な
市
民
生
活
の

上
に
戦
禍
を
凌
ぐ
害
悪
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ

ろ
う
事
に
深
く
思
を
致
す
と
ま
、
う
た
L
憂
慮

に
堪
え
な
い
次
才
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
観
点
に
立
ち
市
の
代
表
者
と
し
て
の

責
任
と
義
務
に
鑑
今
、
蕊
に
大
洲
病
院
建
築
工

事
請
負
入
札
の
経
緯
を
仔
細
に
公
表
し
て
皆
様

方
の
深
い
御
理
解
を
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。

昭
和
三
十
七
年
八
月
三
十
回

大

t州

市

長

沼
田

恒

夫

大
、
洲
市
議
会
議
長

西
国
満
太
邸


